
lTシステムの進化を支えるシステム運用管理

JPlとSANRISEによるサーバ運用の
統合化とメインフレームーサーバ間

ファイル転送の実現
SeⅣerlntegrationandRealizationotFile廿ansterbetweentheMainframeandSeⅣerSby

UtilizingJPlandSANRISE

松浦清盛 〟∂ね〟mβ〝ル触〟〟r∂ 荒木健一 肋〃'/c伽〟∂々/ 柳本高志 ねん∂S仙伽∂g/moわ

.･譲､.■■′′.･′､､･こ:こ′.誕･て′′

三終敷′､■…ノノ■■≡‡′■.

ミ■;.■‥蕉′ノ･…･■.
:■∨′･･封･ご′■′

′÷′′■蒙譲…′･;′;■

毒薮インタ軸基盤シュムサーバ群

日本アイ･ピー･工ム株式会社の

メインフレーム

姜 折+一
･､■■ 〟‾ダミ苧

至芸≡墓室宅′ノ‾

≒･.漆;､≡…ノ′･…･…
･･′ノ■･:′･逐′.■.･′

＼ 立 土

÷ス ム

l ＼
フ¶ルー､美サ_バ

ノ灘･･･.′.
■･≡･:チ.灘■･:･′.リ…′･､■

･ノ■.蕃′三､､ノ
■■′′≡■■■業′′ 中

11日…HSSC藍山末 jき『

(≡≡≡)

サーバ

機∨㌧ 盛が

…'椚ル‾､一､品 笥
昌

I ｢SANR】SE2000ルズ+

1

HSSC監視七忘→.藁裏革r済一挺注1=‥::ニ≡…芸タの流れ)
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第一生命保険相互会社の外部接続基盤構成

外部企業向け中継サーバとメインフレーム問のファイル転送の中継を行うために,

盤のジョブ管理も行う｡

第一生合保険相互会社は,2001年11月に,｢生涯

設計+をコンセプトとした新しいインターネットのシステ

ム基盤に加え,外部企業とのファイル転送を行うシス

テム基盤を本稼動させた｡このプロジェクトでは,新し

いインターネットの基盤で多数のサーバのバッチ処理

を統合的に管理することと,高い安定性と性能を持つ

ファイル転送処理を実現することが課題であった｡

このため,サーバのバッチ処理の効率化には日立

欝
はじめに

第一生命保険相互会社では,2001年11月に新しいインター

ネットの基盤システムを稼動させた｡このシステムでは,

ファイル転送サーバを設置した｡ファイル転送サーバでは,インターネット基

製作所の統合システム運用管理ソフトウェア"JPl”を,

メインフレームとのファイル転送の実現には同社のディ

スクアレイサブシステム"SANRISE2000''をそれぞれ

採用した｡この二つの機能の中核となるファイル転送

サーバには,HSSC(HitachiSo山tion Support

Center)による24時間365日の障害監視を導入して

いる｡

Willdows州機9台とUNIX■繋2)機3台が同期を取りながら業務

倖IL･再開始処理,およびバックアップなどのバッチ運用を

行っている｡

第一生命保険相互会祉の基幹系業務を行うオープン系シ

ステムでは,これまで本格的なジョブスケジューリングソフトウェ
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アを使用していなかった｡しかし,新しいインターネットの基盤

システムでは,前述のバッチ運用要件を実現するため,日立

製作所の統合システム運用管理ソフトウェア``JPl”を採用した｡

また,メインフレームとサーバ間のファイル転送については,異

機種間データ交換機能を持つ同社のディスクアレイサブシス

テム``sANRISE2000”を採用した｡

ここでは,外部接続基盤の中核となるソフトウェアである

JPlの活用,SANRISEを使用したデータ交換,およびHSSC

(HitachiSolution Support Center)によるシステム監視に

ついて述べる｡

g外部接続基盤(パッチ管理機能とファイル転送機能)

バッチ管理機能とファイル転送機能をつかさどる外部接続

基盤では,JPlのジョブスケジューリング機能による多数のサー

バのバッチ処理管理のほか,SANRISEのマルチプラットフォー

ムデータ交換機能とJPl/FTS(FileTransferServer)のファ

イル転送機能によるメインフレームとサーバ間のファイル転送機

能を実現している｡このシステムの規模を表1に示す｡

3
メインフレームとサーバ間のファイル転送

この外部接続基盤システムが従来のシステムと大きく異なっ

ているのは,メインフレームとサーバ間のファイル転送を,｢ファ

イル転送ソフトウェア＋ネットワーク+経由ではなく,SANRISE

を使用した磁気ディスク経由で行っている点である｡

システム構成の検討にあたっては,まず,ネットワーク方式

と磁気ディスク方式の2通りの方式が考えられた｡比較検討

の結果,磁気ディスク経由のほうがファイル転送ソフトウェアよ

りも性能面とシステムの安定性の面で有利であると判断し,

磁気ディスク経由で行うこととした｡

表1システム規模

導入しているSANRISEのディスク容量は約1.OTバイトであり,システム

内のサーバ台数は12台である｡

:頃 日 規 模

使用ディスク総容量 約1.OTバイト

サーバ台数
Windowsサーバ:9台

AIXサーバ*:3台

注:* AIXは,米国における米国I州ernationa】Business Machines

Corp.の登鐘商標である｡

※1)WindowsおよびMSCSは,米国およびその他の国における米

国Microso氏Corp.の登録商標である｡

※2)UNIXは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedが独占的にライセンスし

ている米国ならびに他の国における登録商標である｡
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図1SANRISEによるメインフレームとサーバ間のファイル転送

の仕組み

SANRISEのコード変換ユティリテイ(FAL/FCU,HMDE/KANJl)により.

メインフレームとサーバ間のファイル転送を実現している｡

磁気ディスク経由でメインフレームとサーバ間のファイル転送

を行える製品は幾つかのメーカーから販売されており,数社

を対象に比較検討を行った｡その結果,メインフレームの

"RD300”の導入実績や稼動実績,コード変換などの周辺処

理の充実度を考慮し,SANRISE2000の採用を決めた｡

3.1 SANRISEによるデータ連携方式

メインフレームとサーバ間のデータ連携を行うために,サポー

トソフトウェアである"HMDE(HitachiMultiplatform Data

Exchange)''を採用した(図1参照)｡メインフレーム上でのデー

タの読み書きは,FAL/FCU(File Access Library/File

Conversion Utility)とHMDE/KANJIで行っている｡文字

コード変換は,1バイト文字の変換をFAL/FCUで,2バイト文

字の変換をHMDE/KANJIでそれぞれ行っている｡

3.2 ファイル転送基盤

SANRISEに記録されたメインフレームのデータを,ファイル

転送サーバ経由でオープン系システムにファイル転送するため

に,オープン系サーバへデータをファイル転送する機能が必

要となった｡

一-･方,ファイル転送ミドルウェアが多数存在しているので,

システムに適した製品の選定を検討した｡選定にあたっては,

JPl/FTS/FTP(File Transfer Protocol)と他社ミドルウェ

アの機能を比較した｡その結果,すでに選定していたジョブ

適用管理ソフトウェアであるJPl/Auto皿aticJob Scheduler

Management2(以下,JPl/AJS2と言う｡)との親和性と他プ
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ロジュクトでの導入実績を評価し,JPl/FTS/FTPの適用を

決定した｡

現在,1口当たり100件のファイル転送業務を行っている｡

3.3 現在の運用状況と課是喜

現在,第一生命保険相互会社と外部企業とのファイル転

送処理と,インターネット基盤の統計情報のメインフレームへの

転送処理などには,この外部接続基盤を使用している｡

処理性能はもちろんのこと,安定性は満足すべきレベルに

ある｡コード変換ユーティリティのいっそうの機能拡張と操作

性の向上が今後の課題であると考える｡

膚
JPlによるジョブの統合

新しいインターネットの基盤システムでは,異なるセグメントに

配置された多数のサーバ間での連携による業務停止･開始

処理などのバッチ処理運行を実現する必要があった｡

そのためには,OS(OperatingSystem)付属のスケジュー

リング機能を活用した作り込みによる機能では1く十分である

と判断し,ジョブ運用管理ソフトウェアを導入することとした｡

幾つかのジョブ運用管理ソフトウェアと比較した結果,第一生

命相互会社の社内の個別部門システムで多数実績がある

JPlを採用した｡

4.1JPlの構成

サーバ台数が多いので,稼動ジョブ数も相当数存在する｡

これらのジョブを一元管理するために,ファイル転送サーバを

JPl/Managerと位■置づけ,他サーバをJPl/Agentとした｡

このような構成とすることで,1台のJPl/Managerによる他の

全サーバ(JPl/Agent)の運用管理を行っている｡

4.2 電源制御管理

Windowsサーバを長時間連続稼動させると,システム障

害が発生する可能性が高くなる｡そのため,外部接続基盤

では,業務が停止しているタイミングに再起動させることにより,

安定性を確保している｡

また,外部接続基盤のファイル転送サーバでは,MSCS

(′MicrosoftClusterServer)鮒によるクラスタリング構成を組

んでおり,二つのサーバの停止と起動順序を制御する必要

がある｡このため,JPl/Power Monitorを導入し,週1回の

サーバ再起動運用を自動的に行っている｡

4.3 JPlの今後の課題

操作画面やスクリプト言語はわかりやすく作られており,満

足すべき水準にある｡しかし,以下の点についての検討が必

要と考える｡

(1)ファイル転送処理のための暗号機能の追加

ファイル転送の対象となるサーバが同一セグメントや同一館

内だけでなく,物理的にもネットワーク上でも離れた位置にあ

る場合,データの暗号化を考慮しなければならない｡しかし,

JPl/FTSには暗号化機能がないことから,機能の追加が望

まれる｡

(2)各プロダクトの連携機能

ユーザーから見ると,FAL/FCUとHMDE,およびJPlの

三つのソフトウェアの連携が弱く,統一的な使い方ができない｡

このため,JPlによる,SANRISE2000のHMDE機能を利用

したファイル転送処理の定義や制御などが行えるようにするこ

とが望まれる｡

(3)操作性の向上

JPl/AJS2では画面による操作を前提としている部分が多

く,バッチによるジョブネット登録機能が弱いと思える部分があ

る｡今後,ジョブネット数やユーザー数が増えていくことが予

想され,画面操作による登録では運用が難しくなる可能性が

ある｡このため,CSV(Comma Separated Value)データか

らの自動インポートなど,バッチ処理による登録機能の強化が

望まれる｡

霧HSSCによるシステムの24時間365日監視

5.1 システム監視を行う背景

外部接続基盤は,オープン系サーバ群のバッチ処理管理

機能や,第一▲生命保険相互会社と外部企業との問のファイ

ル転送機能を担っている,ミッションクリティカルなシステムであ

る｡)そのため,サーバとSANRISEについては,24時間365日

の障害監視と,障害発生時の即時対応が求められていた｡

SANRISEでは,ASSIST(遠隔保守支援システム技術)に

よるハードウェア監視を行っており,ASSISTとの親和性が重

要なポイントであることから,HSSCによる監視の導入を決めた

(図2参照)｡

5.2 システム監視要件

HSSC適用時のシステム監視要件は以下のとおりである｡

(1)ハードウェア障害の発生と兆候の早期検知

(2)第一▲生命側の運用担当者への早期連絡

(3)現地CE(Customer Engineer:サービス技師)による早

期の対応

5.3 システム監視環境の構築

システム監視を実現するうえでポイントとなったのは,以下の

3点である｡

(1)クラスタリング構成を考慮した監視適用

監視対象のサーバがクラスタリング構成であるため,稼動

什肺魚2002･9L41
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図2ファイル転送サーバとHSSCの対応関係

SANRIS巨とファイル転送サーバをHSSC監視センタで集中監視している｡

サーバ,予備サーバを意識した対応手順を確立した｡

(2)SANRISE,サーバの一一元監視

SANRISEはASSISTセンタで監視を行っているが,HSSC監

視センタへ情報を連携することで全障害の監視を一元化した｡

(3)HSSC監視センタと現地CEの連携

障害検知から対策完‾rまでを迅速に対応できる,連絡方

法と体制を確立した｡

この3点を考慮し,監視要件を実現するためにHSSCの技

術者,現地CEと綿密な打ち合わせを行い,監視環境の構築

と障害時の対応手順を確立した｡

松浦清盛

5.4 システム監視サービスの概要

HSSCで実施しているシステム監視サービスの項目は以下

のとおりである｡

(1)SystemManagerによるハードウェア障害監視

(2)GAM(GlobalArray Manager)とSystemManagerの

連携による,サーバ内蔵RAID(Redundant Array of

IndependentDiscs)のハードウェア障害監視

(3)サーバのフェイルオーバ(予備機による障害時のバックアッ

プ)監視

(4)ハードウェア関連ログの採取･解析と現地CEとの連携

(5)障害検知時における第一生命保険相互会社の運用担

当者への即時連絡

(6)現地CEによる障害回復への支援

膠
おわりに

ここでは,第･一生命保険相互会社のファイル転送業務に対

応するSANRISEとHSSCの適用,および外部接続基盤シス

テム,インターネット接続基盤システムヘのジョブ統合道川管

理ソフトウェア"JPl”の適用について述べた｡

.L述したシステムのほかに,現在,メインフレームとサーバ
問のファイル転送をSANRISEのHMDEを使用して構築中で

ある｡

SANRISE(FAL/FCU,HMDE/KANJI),JPl,および

HSSCについては今後もファイル転送系のさまざまなシステム

ヘの適用が考えられるため,いっそうの機能拡張が期待さ

れる｡
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